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当社・柏崎刈羽原子力発電所では、平成19年７月25日から７月27日にかけて、

１～７号機の原子炉建屋内にある非常用ディーゼル発電機＊の定期的な手動起動

試験を実施しておりましたが、本日、午後３時19分に予定された試験を終了し、

当該機器の機能の健全性を確認いたしました。 

今後も当該機器の定期的な試験を行うとともに、原子力発電所の安全確保のた

めに、引き続き維持・管理してまいります。 

以 上 

 

＊1：非常用ディーゼル発電機 

  原子炉を安全に停止させるための系統、ポンプ等へ電気を供給するためのディーゼル

エンジン駆動の非常用発電機であり、燃料は軽油を使用。耐震クラスはＡs（注）で設計

している。柏崎刈羽原子力発電所の場合、１～７の各号機に３台づつ設置してあり、保

安規定に基づき１ヶ月に１度、運転可能であることを確認している。なお、今回の試験

では、１号機の３台ある当該機器のうち１台が定期検査中のため、それを除いた計 20

台の起動試験を行い、すべての健全性を確認している。 

     

（注）耐震Ａs クラスとは 

原子力発電所は数多くの設備で成り立っており、これらを設備の重要度に応じてＡ，

Ｂ，Ｃの３クラスに分類し耐震設計をしている。Ａクラスのなかで、万が一、原子力発

電所に異常が発生したときに、原子炉を「止める」、原子炉を「冷やす」、放射性物質を

「閉じ込める」ため、特に重要な設備は、Ａs クラスに分類され、原子力発電所の設計

において地震に対する最も高い耐力を有する設計である。このクラスの設備としては、

非常用ディーゼル発電機のほかに、原子炉圧力容器、原子炉格納容器、制御棒駆動機構、

残留熱除去系等がある。また、Ｃクラスは、一般建築物と同等の設計である。 

 

 


